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【犬
いぬ

張
は

り子
こ

】
　犬張り子は、平安時代から伝わるもので
室町時代までは京都の上流階級において
子どもの魔除けや御守りとされていたそう
です。江戸時代になり広く一般化されてか
らは、子どもが正しい道徳や豊かな情操の
持ち主として成長することを願い、初宮参り
のときにでんでん太鼓や扇子、お金などを
結びつけた犬張り子とともに参拝する風習
があります。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
は
、
昭
和
33
年
に
千
葉
県
内
で
18
番
目
の
市
と

し
て
誕
生
し
、
本
年
10
月
１
日
、
市
制
施
行
か
ら
60
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
人
の
年
齢
に
例
え
れ
ば
還
暦
を
迎
え
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
節
目
の
年
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お
祝
い
す
る

た
め
、
各
種
記
念
事
業
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、「
勝
浦
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
、
重
要
施
策
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
「
勝
浦
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
掲
げ
た
産

業
振
興
・
企
業
誘
致
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
子
育
て

支
援
・
教
育
環
境
の
向
上
、
ま
た
、
観
光
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
な
ど
の
目
標
に
向
け
た
事
業
を
各
分
野
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
面
で
は
、
い

よ
い
よ
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
が
は
じ
ま
る
ほ
か
、
勝

浦
中
学
校
へ
の
プ
ー
ル
建
設
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
な
が
り
ま
す
産
業
振

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

興
・
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
、
元
勝
浦
若

潮
高
等
学
校
跡
地
に
商
業
施
設
が
開
業
す
る
ほ
か
、
引

き
続
き
、
元
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
へ
の
宿
泊
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
建
設
計
画
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
各
分
野
で
の
施
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
市
長
　
猿
田
　
寿
男

2KATSUURA 2018.1.12



ご応募・ご参加お待ちしています！ご応募・ご参加お待ちしています！

２０１８かつうらビッグひな祭り２０１８かつうらビッグひな祭り

　

２
月
24
日
㈯
に
遠
見
岬
神
社
か
ら

図
書
館
前
交
差
点
ま
で
雅
や
か
に
練

り
歩
く
、「
ひ
な
行
列
の
参
加
者
」

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限
・
時
間

　

１
月
26
日
㈮
ま
で

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行

委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
）

定
員　

先
着
20
人

対
象　

２
歳
以
上
の
方

※
市
内
市
外
の
方
を
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
負
担
金

①
身
長
１
５
０
㎝
未
満
の
方
は
、３
，

０
０
０
円
。
稚
児
衣
装
の
衣
装
で

か
つ
う
ら
海
中
公
園
ち
っ
ち
ゃ
い
ひ
な
祭
り

「
子
ど
も
の
ひ
な
行
列
」参
加
者
募
集

成
功
祈
願

　

か
つ
う
ら
海
中
公
園
で
は
、「
か

つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
に
併
せ

「
ち
っ
ち
ゃ
い
ひ
な
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
園
内
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

を
会
場
と
し
、
皆
さ
ま
の
作
品
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
「
手
作
り

ひ
な
人
形
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

手
作
り
ひ
な
人
形
（
モ

チ
ー
フ
は
魚
や
動
物
な
ど
何
で
も

可
）
縦
・
横
50
㎝
以
内
の
も
の
。

応
募
方
法　

宅
配
便
ま
た
は
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

２
月
９
日
㈮

展
示
期
間　

か
つ
う
ら
海
中
公
園
・

レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に
て
（
２
月

23
日
～
３
月
４
日
ま
で
展
示
）

作
品
返
却　

宅
配
便
に
て
３
月
中
旬

以
降
に
返
却
し
ま
す
。

　

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
が
盛

況
で
無
事
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
、
遠

見
岬
神
社
の
６
０
段
の
石
段
に
お
よ

そ
１
，
８
０
０
体
の
ひ
な
人
形
を
飾

り
、「
成
功
祈
願
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
27
日
㈯

　
　
　

10
時
～

場
所　

遠
見
岬
神
社

※
雨
天
な
ど
の
場
合
、
人
形
は
飾
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念

缶
バ
ッ
チ
と
海
中
展
望
塔
招
待
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

提
出
先
・
問
合
せ　
（
一
財
）
千
葉

県
勝
浦
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

　

☎
76−

２
９
５
５

統
一
さ
れ
ま
す
。（
衣
装
代
・
記

念
写
真
代
な
ど
）

②
身
長
１
５
０
㎝
以
上
の
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
時
代
衣

装
と
な
り
ま
す
。

※
負
担
金
以
外
に
草ぞ
う
り履

・
足た

び袋
な
ど

の
買
い
取
り
代
金
が
、お
よ
そ
１
，

５
０
０
円
。

※
①
②
と
も
に
申
込
後
に
参
加
取
り

や
め
の
場
合
は
、
負
担
金
を
お
返

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

申
込
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
実
行
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

☎
73−

６
６
４
１

　
　

73−

８
７
８
８

　

  
kankou@

city-katsuura.jp

Fax
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子どもは勝浦の宝であり活力です。

お父さん、お母さんがここで子育てを続けたいと思えるような勝浦市でありたい。

妊娠から切れ目のない支援を行えるように、勝浦市では様々な事業に取り組んでいます。

不安や心配なことは抱え込まず、いつでも話してください。

わたしたちは、みなさんの身近で安心できる場をつくりたいと思っています。

問合せ　介護健康課健康管理係　０４７０－７３－６６１４
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自然に囲まれた勝浦で
はぐくむいのち
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医療機関を受診し妊娠が確認でき
たら、介護健康課健康管理係へ
母子健康手帳と母子健康手帳別冊
をもらいに来てください。

妊娠がわかったら…

産前

勝浦市では、安心して育児ができるように、平成２９年９月より母子健康
手帳をお渡しするときに保健師、看護師による個別面接を行っています。

「出産するかどうか迷っている」「出産後の子育てが心配」など不安に感じて
いることもご相談ください。面接、交付は３０分ほどかかりますので時間
に余裕を持ってお越しください。

父子健康手帳
お父さんも妊娠・出産・子育てに積極的に参加
していただきたいという思いを込めて、母子健康
手帳交付時に父子健康手帳もお渡ししています。

歯科衛生士より、お母さんと赤ちゃんのための歯と健康のおはなしを行います。
お父さんやおにいちゃん・おねえちゃんの参加も大歓迎です♪
プレパパ・プレママ同士のお友達づくりにもなるのでぜひご参加ください。

プレパパ・プレママ　歯と口の健康教室

　　　　　　　　　　　は、赤ちゃんとお母さん
の健康を守るものです。
妊娠の経過から出産、赤ちゃんの健康診査、予防
接種などを記録する大切な手帳です。

母子健康手帳

　　　　　　　　　　　　　　　には妊婦健診や
乳児健診の受診券、出生通知書がついています。
母子健康手帳別冊
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出産日から１４日以内に赤ちゃんの名前を決めて市民課に出生届を出し
ましょう。母子健康手帳別冊についている出生通知書（はがき）を介護
健康課健康管理係の窓口に出すかポストへ投函してください。

赤ちゃんが生まれたら…

出産

○
親
子
ひ
ろ
ば

対 

０
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ま

　

 

（
一
部
に
は
個
別
通
知
あ
り
）

受 

13
時
30
分
～
15
時

持 

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

　

 

（
一
部
の
方
の
み
）

【
１
月
17
日
㈬
】

　

場 

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

【
２
月
14
日
㈬
】

　

場 

こ
ど
も
館

○
子
育
て
相
談
ぐ
ん
ぐ
ん

　
（
心
理
発
達
の
相
談
）

対 

就
学
前
の
お
子
さ
ま

日 

１
月
24
日
㈪　

受 

13
時
～
15
時
30
分

場 

こ
ど
も
館

持 

母
子
健
康
手
帳

※
要
予
約

○
プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ

歯
と
口
の
健
康
教
室

対 

出
産
予
定
の
方
と
ご
家
族

日 

１
月
30
日
㈫

受 

９
時
40
分
～
10
時

場 

こ
ど
も
館

持 

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

※
要
予
約

管理栄養士による離乳食の進め方のおはなし、調理
方法の実演や試食もあります。
個別相談も行っています。対象は離乳食をこれから
始めようとしている保護者の方。
隔月開催です。（開催１週間前までに要予約）

保健師や看護師が、生後約２８日以内に自宅を
訪問し、赤ちゃんの成長の確認やお母さんの健康、
育児の相談を伺います。里帰り出産する方もお
気軽にご相談ください。

お子さんの身体計測・発達チェック・離乳食の進め
方・虫歯予防など保健師・管理栄養士・歯科衛生士
が個別相談を行います。またお母さんの子育ての
不安や疑問、悩みの相談もお受けします。
対象は０歳～就学前のお子さんです。３～４ヶ月、
６～７ヶ月児には個別通知をします。毎月開催。

各
種
健
康
相
談

新生児・産婦訪問

親子ひろば

離乳食教室
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　育児は分からないことの連続です。勝浦市には、お子さんの成長を
確認する健診や育児相談の場所があります。ぜひご参加ください。

子育てをサポート！

育児

【
以
下
は
対
象
者
に
個
別
通
知
】

○
す
く
す
く
教
室　

対 

Ｈ
27
年
７
月
～
８
月
生
ま
れ
の
方

日 

１
月
17
日
㈬

受 

９
時
30
分
～
10
時
30
分

場 

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

持 

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

　

 

使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

○
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査　

対 

Ｈ
28
年
６
月
～
７
月
生
ま
れ
の
方

日 

１
月
19
日
㈮

受 

12
時
45
分
～
13
時

場 

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

持 

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・

　

 

使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

○
３
歳
児
健
康
診
査

対 

Ｈ
26
年
６
月
～
７
月
生
ま
れ
の
方

日 

１
月
19
日
㈮

受 

13
時
５
分
～
13
時
20
分

場 

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

持 

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
尿
・

　

 

使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

○
お
誕
生
教
室

対 

Ｈ
29
年
１
月
～
２
月
生
ま
れ
の
方

日 

２
月
14
日
㈬

受 

９
時
30
分
～
10
時
30
分

場 

こ
ど
も
館

持 

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

　

 

使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

お誕生教室
１歳を迎えるお子さんの発育を保健師・管理栄養士・
歯科衛生士と一緒に確認しましょう。
対象は１２～１３ヶ月児（対象の方に個別通知しま
す）。隔月開催です。

１歳６ヶ月児健康診査
ことばや歩き方、生活習慣の確認を行うとても大切
な健診です。
医師、歯科医師による診察、臨床発達心理士・言語
聴覚士による発達相談、保健師・管理栄養士・歯科
衛生士による個別相談を行います。
対象は１歳６～８ヶ月児（対象の方に個別通知しま
す）。隔月開催です。

フッ化物歯面塗布
虫歯が出来やすい２歳児の虫歯を予防する
ため、２回分の無料券を配布しています。
券を使える歯科医院は介護健康課にご確
認ください。対象者の方には個別通知し
ます。

すくすく教室
２歳になるとお子さんの虫歯が増えやすく、また
イヤイヤ期もピークのときです。保育所や幼稚園に
入所・入園前に、お子さんの成長・発達を一緒に
確認しましょう。
対象は２歳５～６ヶ月児（対象の方に個別通知しま
す）。隔月開催です。

３歳児健康診査
身体の発育だけでなく、社会性や生活習慣
の発達の確認も行います。ことば、視力や
聴力、尿、歯の検査をします。
医師、歯科医師による診察、臨床発達心
理士・言語聴覚士による発達相談、保健師・
管理栄養士・歯科衛生士による個別相談を
行います。
対象は３歳５～７ヶ月児（対象の方に個別
通知します）。隔月開催です。

臨床発達心理士による子どもの成長見守り応援事業
年中のお子さんに対して、保育所、幼稚園での巡回相談を行っています。お子さんの生活で気になって
いること、発達について心配していることを、臨床発達心理士や保健師に気軽に相談してください。
年２回。詳細は各保育所、幼稚園より通知します。

子育て相談ぐんぐん
お子さまの発達、発育、育児に対する不安を
持つことはありませんか？臨床発達心理士、
言語聴覚士、保健師が個別でお話を伺います。
対象は０歳～就学前のお子さん。
こども館で毎月開催しています。（要予約）
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医
療
費
控
除
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す

▽
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
続
が

　

変
わ
り
ま
す

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収

書
の
提
出
の
代
わ
り
に
『
医
療
費
控
除

の
明
細
書
』
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。（
領
収
書
の
添
付
は
不
要
と
な
り
ま

し
た
。）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税
務
署

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療

費
通
知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入

を
省
略
で
き
ま
す
。（
医
療
費
通
知
と

は
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
が
発
行
す
る

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
で
す
。）

※
平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▽
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
つ

い
て

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と
は

適
切
な
健
康
管
理
の
も
と
で
、
医
療
用
医

薬
品
か
ら
の
代
替
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

一
定
の
取
組
を
行
う
個
人
が
、
平
成
29
年

１
月
１
日
以
降
に
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
年
中
に
支

払
っ
た
合
計
額
が
１
万
２
，０
０
０
円
を
超

え
る
部
分
の
額
（
上
限
８
万
８
，０
０
０
円
）

に
つ
い
て
、
そ
の
分
の
所
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

市・県民税の申告と所得税の確定申告
早めに！正しく！申告を！

申告期間　２月１６日㈮～３月１５日㈭
　市役所では、市・県民税の申告と所得税の確定申告相談、茂原
税務署では所得税の確定申告の受け付けを行います。申告の内容
と申告受付日を確認の上、早めに正しく申告を済ませましょう。

内　容 会　場 期　間 受　付　時　間

所得税確定申告と
市県民税の申告

市役所
１階ロビー

２月１６日㈮から３月１５日㈮
※土曜・日曜を除く

　８：３０～１１：３０
１３：００～１６：３０
（提出は１７：００まで）

出張申告相談
上野集会所 ３月　７日㈬ 　　９：００～１１：３０

　１３：００～１４：３０
（提出は１５：００まで）

総野集会所 ３月　８日㈭
興津集会所 ３月　９日㈮

お願い
申告期限間近になると会場は大変混み合いますので、早めに申告しましょう。会場の込み具合により、受付時間を早く
締め切る場合がありますので、なるべく午前は１１時ごろまでに、午後は１６時ごろまでに来場されるようご協力をお
願いします。

申告会場と日程

所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
一
定
の
取
組
と
は
？

　

申
告
対
象
の
１
年（
１
月
～
12
月
）の
間

に
、
次
の
い
ず
れ
か
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

・
予
防
接
種
・
が
ん
検
診

・
特
定
健
康
診
査
（
メ
タ
ボ
健
診
）

・
定
期
健
康
診
断
（
事
業
主
健
診
）

・
健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）

※
勤
務
先
で
の
定
期
健
康
診
断
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
は
？

　

医
療
用
医
薬
品
（
主
に
医
師
が
処
方
す

る
医
薬
品
）
か
ら
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
医
師

の
処
方
を
受
け
な
く
て
も
購
入
で
き
る
医

薬
品
）
に
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
で
す
。

　

な
お
、
対
象
商
品
の
多
く
は
、
共
通
識

別
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

　

一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
書
類
（
領
収
書
や
結
果
通
知
表
）

※
た
だ
し
、
こ
の
一
定
の
取
り
組
み
に
対

し
て
支
払
っ
た
金
額
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
対
象
の
医
薬
品
を
購
入
し
た
領

収
書
（
購
入
日
、
販
売
店
名
、
そ
の
領

収
し
た
金
額
の
う
ち
対
象
医
薬
品
に
該

当
す
る
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も

の
に
限
り
ま
す
。）

▽
特
例
の
適
用
に
つ
い
て

　

従
前
の
医
療
費
控
除
と
両
方
を
適
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
一
方

の
適
用
を
申
告
者
本
人
が
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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▽
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
給
与
の
収
入
金
額
が
２
，
０
０
０
万
円
を

超
え
る
方

・
給
与
の
支
払
い
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
の
支
払
い
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

与
の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
お
よ
び
退

職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
20
万
円
を

超
え
る
方

・
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
の
他
に
、
貸
付

金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
、

機
械
・
器
具
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を

受
け
た
方

・
給
与
に
つ
い
て
、
災
害
減
免
法
に
よ
り
源

泉
徴
収
税
額
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を
受
け

た
方

・
在
日
の
外
国
公
館
に
勤
務
す
る
方
や
家
事

使
用
人
の
方
な
ど
で
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
る
際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
方

▽
２
カ
所
以
上
か
ら
の

　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
方

・
合
計
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
を
超
え
た

方
・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え

た
方 

▽
個
人
事
業
主
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

▽
不
動
産
や
株
式
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

所
得
税
の確

定
申
告
が
必
要
な
方

  

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

今
年
の
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
ん
で

い
て
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、
市
県
民

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
営
業
・
漁
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

▽
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
次
に
該
当
す
る
方

①
勤
務
先
か
ら
市
へ
の
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
な
い
方
（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

②
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所
得
以
外
に
20
万

円
以
下
の
所
得
が
あ
っ
た
方

③
平
成
29
年
中
に
退
職
さ
れ
た
方
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
方

▽
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
20
万
円
以
下
の
方

所
得
が
な
く
て
も
申
告
は
必
要
？

　

所
得
の
な
い
方
で
も
、
市
営
住
宅
や
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
、
保
育
所
な
ど
の
手
続
き

に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
、
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
方
は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
29
年
中
の
収
入
お
よ
び
支
出
金
額
が

確
認
で
き
る
書
類
（
給
与
・
年
金
所
得
者

は
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

②
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
領
収

書
や
証
明
書
な
ど

※
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

申
告
ま
で
に
必
ず
青
色
決
算
書
ま
た

は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
の
上
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

③
印
鑑

④
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
申

告
者
本
人
の
預
貯
金
の
口
座
番
号
が
必
要

で
す
。

　

消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
に
関

す
る
相
談
は
、
平
成
29
年
分
よ
り
勝
浦
市
役

所
で
は
行
な
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
成
済
み
の
申
告
書
受
け
付
け
は
従
前
ど
お

り
行
い
ま
す
。

　

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　

記
載
が
必
要
で
す

　
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
」

お
よ
び
「
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
」
は
、
申
告
書
等
を
提
出
す
る
都
度
、

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
分
の
申
告
書
等
を
提
出
し
た
際

に
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
」

お
よ
び
「
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
」
を
し
て
い
る
方
で
も
、
平
成
29

年
分
の
申
告
書
な
ど
を
提
出
す
る
際
に
は
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
省
略
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
本
人
確
認
書
類（
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

②
番
号
確
認
書
類
＋
身
元
確
認
書
類

※
番
号
確
認
書
類

　

通
知
カ
ー
ド
、
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
な
ど

※
身
元
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト 

な
ど

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
！！

　

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便

利
で
す
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど

を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
的
に
計

算
さ
れ
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書

や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
し
、
電
子

申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
ま
た
は
印
刷
し
て
郵

便
で
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

HPhttp://w
w

w
.nta.go.jp/

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

▽
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と

　

茂
原
税
務
署

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

２
１
６
６

▽
市
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
73

−

６
６
２
３
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し
ゃ
れ
に
気
を
使
う
こ
と
。「
海
の
暮
ら
し

の
環
境
で
も
、
綺
麗
で
い
た
い
か
ら
」。
一

柳
さ
ん
は
そ
う
話
す
。

　

一
柳
さ
ん
の
よ
う
に
、
嫁
と
し
て
日
々
の

生
活
を
切
り
盛
り
し
つ
つ
も
、
自
立
心
を

持
っ
た
女
性
と
し
て
輝
い
て
い
こ
う
と
、
結

成
さ
れ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
れ
が

〝
勝か
つ
ら
め

浦
女
〞
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
一
柳
さ
ん
の
ほ
か
、
貝
殻
ア

ク
セ
サ
リ
ー
の
作
り
手
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
経

営
者
、
お
米
屋
さ
ん
や
寺
院
で
活
躍
す
る
人

な
ど
様
々
で
、
20
〜
30
代
の
若
手
が
揃
う
。

定
期
的
に
皆
が
集
ま
り
、
自
分
の
得
意
な
こ

と
や
や
り
た
い
こ
と
な
ど
を
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
話
し
、
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
る
。

　

例
え
ば
、
カ
ツ
オ
祭
り
に
出
店
し
て
勝
浦

女
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
。
一
柳
さ
ん
は
市
内
の
洋

品
店
「
せ
き
と
く
」
と
コ
ラ
ボ
し
、
オ
リ
ジ

込
ま
ず
な
か
な
か
の
ア
イ
デ
ア
作
品
だ
。

　

そ
ん
な
作
り
手
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
一

柳
さ
ん
は
漁
師
の
嫁
と
し
て
漁
の
作
業
を
手

伝
い
、
エ
ス
テ
の
仕
事
を
こ
な
し
、
保
育
園

の
役
員
も
務
め
る
。
何
足
も
の
草
鞋
を
履
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
ー
マ
ン
で
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
昔
は
俗
に
言
う
〝
ギ
ャ
ル
〞
だ
っ

た
」
と
告
白
す
る
一
柳
さ
ん
。「
ネ
イ
ル
と

メ
イ
ク
の
学
校
に
通
っ
て
ま
し
て
、
化
粧
品

の
店
員
さ
ん
に
な
り
た
い
な
っ
て
思
っ
て
た

ん
で
す
」
と
、
笑
い
な
が
ら
学
生
時
代
を
振

り
返
る
。
そ
の
後
、「
上
か
ら
塗
る
化
粧
だ

け
じ
ゃ
な
く
、肌
自
体
を
綺
麗
に
し
な
い
と
」

と
気
が
つ
き
、
千
葉
市
で
エ
ス
テ
の
仕
事
を

始
め
る
。
だ
が
、「
お
客
様
の
お
肌
に
直
接

触
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
か
な
り
気
を
使

い
ま
す
よ
ね
」
と
、
そ
の
大
変
さ
は
想
像
以

解
説
し
な
が
ら
次
々
作
品
を
披
露
す
る
一
柳

さ
ん
。
カ
バ
ン
や
ポ
ー
チ
の
ほ
か
、
ビ
ー
チ

サ
ン
ダ
ル
の
鼻
緒
の
部
分
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー

ン
で
作
る
。
こ
れ
は
足
の
指
に
鼻
緒
が
く
い
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待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
や
っ
て
来
た
一
柳

美
穂
さ
ん
。
そ
の
手
に
は
素
敵
な
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
が
。
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
生
地
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
、

実
に
明
る
い
装
い
だ
。

　

実
は
こ
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
一
柳
さ
ん
が

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
。
着
な
く
な
っ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
裂
き
、
編
み
糸
と
し
て
再
活

用
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な
の
だ
。「
Ｔ

シ
ャ
ツ
生
地
か
ら
作
ら
れ
た
編
み
糸
は
〝
Ｔ

シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
〞
と
い
っ
て
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
用
に
売
っ
て
も
い
る
ん
で
す
よ
。
子
ど
も

を
保
育
園
に
預
け
て
、
時
間
に
少
し
余
裕
が

で
き
た
の
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
を
始
め
て
み
た
ん
で
す
」
と
、

〝
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
〞で
作
る
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ナ
ル
の
勝
浦
バ
ッ
グ
を
製
作
し
、完
売
し
た
。

「
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
け
ど
、
人
数
が
集
ま

る
と
活
動
し
や
す
い
で
す
よ
ね
」
と
、
一
柳

さ
ん
。
今
後
は
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
こ

と
が
目
標
だ
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
活
動
は
肩
肘
張
る
よ
う
な
感

じ
で
は
な
く
、「
ゆ
る
ー
く
や
っ
て
ま
す
」

と
の
こ
と
。
話
し
合
い
も
会
議
と
い
う
よ
り

も
食
事
会
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
、
逆
に
そ
の

方
が
自
由
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
気
軽

に
身
の
上
相
談
も
で
き
る
。
縛
ら
れ
な
い
ゆ

る
や
か
さ
が
勝
浦
女
の
元
気
さ
の
秘
訣
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
勝
浦
の
人
の
つ
な
が
り
と
、
自
然
環
境

を
活
か
し
て
、
街
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
よ

ね
。
だ
っ
て
、
自
分
も
ず
っ
と
笑
顔
で
い
た

い
し
。
悔
い
な
く
生
き
た
い
か
ら
」。
そ
う

語
る
一
柳
さ
ん
。
女
性
た
ち
の
活
き
活
き
と

し
た
個
性
が
、
多
様
性
あ
る
地
域
の
魅
力
と

し
て
輝
き
始
め
て
い
る
。

　

一
柳
家
の
漁
は
、
夏
は
イ
セ
エ
ビ
、
冬
は

キ
ン
メ
だ
。「
義
父
と
主
人
が
船
に
乗
っ
て
、

私
は
お
手
伝
い
。
エ
ビ
網
の
ご
み
取
り
を
し

た
り
、
キ
ン
メ
の
餌
と
な
る
イ
カ
を
捌さ
ば

い
た

り
、
お
弁
当
を
作
っ
た
り
」
と
説
明
す
る
一

柳
さ
ん
に
、
体
力
を
使
う
漁
師
の
嫁
に
な
る

こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
か
質
問
す
る

と
、「
な
か
っ
た
で
す
ね
。
海
が
好
き
で
し

た
か
ら
」
と
即
答
。「
浜
で
家
族
や
ご
近
所

さ
ん
と
食
事
し
た
り
。
主
人
の
両
親
と
も
仲

良
い
で
す
ね
。
義
母
と
茶
会
を
し
た
り
。
娘

と
母
の
よ
う
な
感
じ
で
す
」。

　

ま
た
、
自
宅
か
ら
も
望
め
る
勝
浦
の
海
の

存
在
は
一
柳
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
い
。「
子

育
て
し
て
て
、
子
ど
も
と
砂
浜
で
遊
ん
だ
り

し
て
る
と
、
自
分
も
心
が
リ
セ
ッ
ト
で
き
る

ん
で
す
。
つ
い
、
私
も
裸
足
で
走
り
回
っ
た

り
し
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」と
一
柳
さ
ん
は
笑
う
。

　

そ
ん
な
一
柳
さ
ん
に
は
一
つ
の
こ
だ
わ
り

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
浜
で
作
業
す
る
時
も
お

右）Tシャツヤーンで編み込んでいく一柳さん　左）既
存のバッグに Tシャツヤーンで持ち手を飾り付けた作品

上
。
時
間
が
空
く
と
「
海
へ
足
を
運
ん
で
癒

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
一
柳
さ
ん
。
気
が
つ

け
ば
一
宮
町
に
移
住
し
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ

で
働
き
始
め
て
い
た
。

　

店
で
働
き
つ
つ
、
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
し

に
海
に
入
る
生
活
を
十
年
近
く
続
け
た
後
、

結
婚
・
出
産
を
機
に
ご
主
人
の
実
家
が
あ
る

勝
浦
へ
。漁
師
の
家
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

スマートフォンのカメラで日々の暮
らしの様子を記録している、一柳さ
んの写真の数々。仕事も生活も楽し
もうという姿勢が、何気ない毎日を
明るくさせているかのよう

上）せきとくとのコラボバッグ
下）サンダルもおしゃれにアレンジ

勝浦女（かつらめ）のみなさん

ギ
ャ
ル
か
ら
海
の
女
へ

海
の
生な

り
わ
い業
、
海
の
暮
ら
し

輝
く
勝
浦
女
子
!!〝
勝か
つ
ら
め

浦
女
〞

T シャツヤーンを使った一柳さ
んの作品。小物なら 15分ほど
でできてしまうというから驚き

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

season2シーズン

一柳美穂さん

1981年 3月27日生まれ。
千葉市出身。墨名地区在住。
一宮町といすみ市での生活
を経て、結婚・出産を機に
2014 年に勝浦へ。義父、
義母、夫、娘（3 歳）の 5
人家族。「ベビーマッサージ
や耳ツボマッサージの資格
も持っているので、今後活
かしていければと」とも。

個
性
輝
く
女
子
力
を

勝
浦
の
魅
力
に
!!



し
ゃ
れ
に
気
を
使
う
こ
と
。「
海
の
暮
ら
し

の
環
境
で
も
、
綺
麗
で
い
た
い
か
ら
」。
一

柳
さ
ん
は
そ
う
話
す
。

　

一
柳
さ
ん
の
よ
う
に
、
嫁
と
し
て
日
々
の

生
活
を
切
り
盛
り
し
つ
つ
も
、
自
立
心
を

持
っ
た
女
性
と
し
て
輝
い
て
い
こ
う
と
、
結

成
さ
れ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
れ
が

〝
勝か
つ
ら
め

浦
女
〞
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
一
柳
さ
ん
の
ほ
か
、
貝
殻
ア

ク
セ
サ
リ
ー
の
作
り
手
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
経

営
者
、
お
米
屋
さ
ん
や
寺
院
で
活
躍
す
る
人

な
ど
様
々
で
、
20
〜
30
代
の
若
手
が
揃
う
。

定
期
的
に
皆
が
集
ま
り
、
自
分
の
得
意
な
こ

と
や
や
り
た
い
こ
と
な
ど
を
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
話
し
、
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
げ
る
。

　

例
え
ば
、
カ
ツ
オ
祭
り
に
出
店
し
て
勝
浦

女
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
。
一
柳
さ
ん
は
市
内
の
洋

品
店
「
せ
き
と
く
」
と
コ
ラ
ボ
し
、
オ
リ
ジ

込
ま
ず
な
か
な
か
の
ア
イ
デ
ア
作
品
だ
。

　

そ
ん
な
作
り
手
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
一

柳
さ
ん
は
漁
師
の
嫁
と
し
て
漁
の
作
業
を
手

伝
い
、
エ
ス
テ
の
仕
事
を
こ
な
し
、
保
育
園

の
役
員
も
務
め
る
。
何
足
も
の
草
鞋
を
履
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
ー
マ
ン
で
も
あ
る
。

　

だ
が
、「
昔
は
俗
に
言
う
〝
ギ
ャ
ル
〞
だ
っ

た
」
と
告
白
す
る
一
柳
さ
ん
。「
ネ
イ
ル
と

メ
イ
ク
の
学
校
に
通
っ
て
ま
し
て
、
化
粧
品

の
店
員
さ
ん
に
な
り
た
い
な
っ
て
思
っ
て
た

ん
で
す
」
と
、
笑
い
な
が
ら
学
生
時
代
を
振

り
返
る
。
そ
の
後
、「
上
か
ら
塗
る
化
粧
だ

け
じ
ゃ
な
く
、肌
自
体
を
綺
麗
に
し
な
い
と
」

と
気
が
つ
き
、
千
葉
市
で
エ
ス
テ
の
仕
事
を

始
め
る
。
だ
が
、「
お
客
様
の
お
肌
に
直
接

触
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
か
な
り
気
を
使

い
ま
す
よ
ね
」
と
、
そ
の
大
変
さ
は
想
像
以

解
説
し
な
が
ら
次
々
作
品
を
披
露
す
る
一
柳

さ
ん
。
カ
バ
ン
や
ポ
ー
チ
の
ほ
か
、
ビ
ー
チ

サ
ン
ダ
ル
の
鼻
緒
の
部
分
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー

ン
で
作
る
。
こ
れ
は
足
の
指
に
鼻
緒
が
く
い
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待
ち
合
わ
せ
の
時
間
に
や
っ
て
来
た
一
柳

美
穂
さ
ん
。
そ
の
手
に
は
素
敵
な
ハ
ン
ド

バ
ッ
グ
が
。
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
生
地
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
、

実
に
明
る
い
装
い
だ
。

　

実
は
こ
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
一
柳
さ
ん
が

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
。
着
な
く
な
っ

た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
裂
き
、
編
み
糸
と
し
て
再
活

用
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な
の
だ
。「
Ｔ

シ
ャ
ツ
生
地
か
ら
作
ら
れ
た
編
み
糸
は
〝
Ｔ

シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
〞
と
い
っ
て
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
用
に
売
っ
て
も
い
る
ん
で
す
よ
。
子
ど
も

を
保
育
園
に
預
け
て
、
時
間
に
少
し
余
裕
が

で
き
た
の
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
を
使
っ
た

も
の
づ
く
り
を
始
め
て
み
た
ん
で
す
」
と
、

〝
Ｔ
シ
ャ
ツ
ヤ
ー
ン
〞で
作
る
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ナ
ル
の
勝
浦
バ
ッ
グ
を
製
作
し
、完
売
し
た
。

「
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
け
ど
、
人
数
が
集
ま

る
と
活
動
し
や
す
い
で
す
よ
ね
」
と
、
一
柳

さ
ん
。
今
後
は
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
催
す
こ

と
が
目
標
だ
と
い
う
。

　

と
は
い
え
、
活
動
は
肩
肘
張
る
よ
う
な
感

じ
で
は
な
く
、「
ゆ
る
ー
く
や
っ
て
ま
す
」

と
の
こ
と
。
話
し
合
い
も
会
議
と
い
う
よ
り

も
食
事
会
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
、
逆
に
そ
の

方
が
自
由
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
気
軽

に
身
の
上
相
談
も
で
き
る
。
縛
ら
れ
な
い
ゆ

る
や
か
さ
が
勝
浦
女
の
元
気
さ
の
秘
訣
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
勝
浦
の
人
の
つ
な
が
り
と
、
自
然
環
境

を
活
か
し
て
、
街
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
よ

ね
。
だ
っ
て
、
自
分
も
ず
っ
と
笑
顔
で
い
た

い
し
。
悔
い
な
く
生
き
た
い
か
ら
」。
そ
う

語
る
一
柳
さ
ん
。
女
性
た
ち
の
活
き
活
き
と

し
た
個
性
が
、
多
様
性
あ
る
地
域
の
魅
力
と

し
て
輝
き
始
め
て
い
る
。

　

一
柳
家
の
漁
は
、
夏
は
イ
セ
エ
ビ
、
冬
は

キ
ン
メ
だ
。「
義
父
と
主
人
が
船
に
乗
っ
て
、

私
は
お
手
伝
い
。
エ
ビ
網
の
ご
み
取
り
を
し

た
り
、
キ
ン
メ
の
餌
と
な
る
イ
カ
を
捌さ
ば

い
た

り
、
お
弁
当
を
作
っ
た
り
」
と
説
明
す
る
一

柳
さ
ん
に
、
体
力
を
使
う
漁
師
の
嫁
に
な
る

こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
か
質
問
す
る

と
、「
な
か
っ
た
で
す
ね
。
海
が
好
き
で
し

た
か
ら
」
と
即
答
。「
浜
で
家
族
や
ご
近
所

さ
ん
と
食
事
し
た
り
。
主
人
の
両
親
と
も
仲

良
い
で
す
ね
。
義
母
と
茶
会
を
し
た
り
。
娘

と
母
の
よ
う
な
感
じ
で
す
」。

　

ま
た
、
自
宅
か
ら
も
望
め
る
勝
浦
の
海
の

存
在
は
一
柳
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
い
。「
子

育
て
し
て
て
、
子
ど
も
と
砂
浜
で
遊
ん
だ
り

し
て
る
と
、
自
分
も
心
が
リ
セ
ッ
ト
で
き
る

ん
で
す
。
つ
い
、
私
も
裸
足
で
走
り
回
っ
た

り
し
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」と
一
柳
さ
ん
は
笑
う
。

　

そ
ん
な
一
柳
さ
ん
に
は
一
つ
の
こ
だ
わ
り

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
浜
で
作
業
す
る
時
も
お
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上
。
時
間
が
空
く
と
「
海
へ
足
を
運
ん
で
癒

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
一
柳
さ
ん
。
気
が
つ

け
ば
一
宮
町
に
移
住
し
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ

で
働
き
始
め
て
い
た
。

　

店
で
働
き
つ
つ
、
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
し

に
海
に
入
る
生
活
を
十
年
近
く
続
け
た
後
、

結
婚
・
出
産
を
機
に
ご
主
人
の
実
家
が
あ
る

勝
浦
へ
。漁
師
の
家
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

スマートフォンのカメラで日々の暮
らしの様子を記録している、一柳さ
んの写真の数々。仕事も生活も楽し
もうという姿勢が、何気ない毎日を
明るくさせているかのよう

上）せきとくとのコラボバッグ
下）サンダルもおしゃれにアレンジ

勝浦女（かつらめ）のみなさん

ギ
ャ
ル
か
ら
海
の
女
へ

海
の
生な

り
わ
い業
、
海
の
暮
ら
し

輝
く
勝
浦
女
子
!!〝
勝か

つ
ら
め

浦
女
〞

T シャツヤーンを使った一柳さ
んの作品。小物なら 15分ほど
でできてしまうというから驚き

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

season2シーズン

一柳美穂さん

1981年 3月27日生まれ。
千葉市出身。墨名地区在住。
一宮町といすみ市での生活
を経て、結婚・出産を機に
2014 年に勝浦へ。義父、
義母、夫、娘（3 歳）の 5
人家族。「ベビーマッサージ
や耳ツボマッサージの資格
も持っているので、今後活
かしていければと」とも。

個
性
輝
く
女
子
力
を

勝
浦
の
魅
力
に
!!



Katsuura 
Topics

日頃からの心がけ

植野区、松野区で防災訓練
　１２月３日、植野区と松野区ではそれぞれ防災訓練
が行われました。
　植野区自主防災会は平成２８年１１月の設立か
ら、初めてとなる防災訓練となり、植野区民・消防団・
勝浦市赤十字奉仕団の方などおよそ８０人が参加し
ました。会場となった上野小学校や上野集会所では
非常炊き出し訓練、初期消火訓練など様々なケースを
想定した訓練が行われました。ほかにも、新聞紙で作
られたスリッパや、ストッキングを使った手当てな
ど、身の回りのものを使った防災対策グッズの展示な
どが行われ、中でも貴重な地震体験車による地震体験
は区民の方々も、特に関心が高い様子でした。
　松野区では、毎年行われている「防火デイ」が今年
も開催され、松野区民・消防団・勝浦消防署の方々な
どおよそ１００人が参加しました。消防団員、消防署
員の指導のもと消火器を使った初期消火訓練や、家庭
用火災報知機の設置を呼びかける啓発活動、自然水利
周辺の草刈りなどが行われ、区民の方々が日頃から高
い防災意識を持っていることが伺えました。

植野区自主防災会の防災訓練

松野区の「防火デイ」

　１１月１８日、千葉県教育会館で「平成２９年度千
葉県漁業士認定式」が行われ、新勝浦市漁業協同組合
の、海老根智央さん（鵜原）、関口崇さん（浜行川）の
２人が青年漁業士に認定されました。
　青年漁業士は、漁業と漁村の活性化を担う地域漁業
の中心となれる方を認定するものです。今後、お二人
は小型漁船漁業においての活躍が期待されています。

　勝浦市消防団第３分団第５班（守谷）消防詰所が落
成し、引渡式が１２月１７日に行われました。引渡式
には第３分団の団員や、区役員などが出席し、猿田市
長から酒井第３分団長へ目録が手渡されました。第
３分団第５班の旧詰所は昭和６０年１２月に建設さ
れ、長年に渡り地域防災の拠点としての役割を果たし
てきましたが、老朽化のため平成２９年８月に取り壊
され、その役目を終えました。

地域漁業のリーダーへ

平成２９年度 千葉県漁業士認定式
守谷区に新しい詰所が完成

消防詰所引渡式

後列中央が関口さん、右から２番目が海老根さん新しくなった第３分団第５班の詰所
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MY STAGE

第４３回　勝浦市秋季ソフトテニス大会

第１８回
未来に残そう青い海

絵画コンクール

平成２９年度  ＪＡ共済千葉県小・中学校
「書写」「交通安全ポスター」

コンクール
書写コンクール
　　千葉県農業会議会長賞
　　　　　渡邉　日茉莉（勝浦中３年）
　　銀賞　麻生　七菜海（勝浦小４年）

交通安全ポスター
　　千葉県教育委員会教育長賞
　　　　　中西　愛陽央（郁文小３年）
　　佳作　永島　愛袈（勝浦小４年）

小学生低学年の部
　優秀賞　髙梨　瑠香（郁文小３年）

小学生高学年の部
　優秀賞　酒井　優太朗（郁文小５年）
　　　　　岩堀　妃来里（興津小６年）

中学生の部
　優秀賞　光位　花恋（勝浦中２年）
　　　　　西川　舞（勝浦中２年）

男子の部
　優　勝　出水　翔太・篠宮　俊弘　ペア
　準優勝　平川　雄一・渡邉　颯葉　ペア
　第３位　江澤　優太・青木　峰穂　ペア
　　　　　大森　一浩・礒野　裕太　ペア

女子の部
　優　勝　　渡邉　恵子・水上　千聖　ペア
　準優勝　　吉岡　真実・畔田　桃花　ペア
　第３位　　出水　恵美・篠宮　彩花　ペア

　昨年の１２月中旬。風が冷たく吹きつけていたとあ
る日。部原の海沿いの道を歩いていたら、温かみのあ
るアロエの花がたくさん咲いていました。江澤秀之さ
ん宅の庭先には、「アロエ」がおよそ３０メートルに
渡って一直線に植えられており、地元の方の間ではこ
の季節の風物詩となっているのだとか。江澤さんの話
では、「今年は花が咲くのが少し早かったが、例年だと
１月の半ばまで咲いている」とのことでした。

　１２月１９日、勝浦小学校の子どもたちを対象に、
放送大学千葉学習センターの方々が講師を務め、特別
授業「伝承のひろば冬」が行われました。授業ではこ
どもたちと放送大学の合唱サークルの方々が互いに
歌を披露したり、紙芝居、落語、玉すだれの鑑賞をし
たり、クイズに挑戦してみたりと、内容は盛りだくさ
ん。子どもたちは普段とは一味違った授業に興味深
く参加している様子でした。

寒い冬に温かみあるオレンジ

咲き誇るアロエの花
伝統芸能などを堪能

特別授業「伝承のひろば冬」

息の合った見事な合唱を披露♪独特な魅力のある花が海沿いを彩る
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市
俳
句
会
　

横
綱
の
　
引
退
速
し
　
桃
青
忌

北
条
　
杜
岡

参
道
の
日
ざ
し
や
は
ら
か
冬
紅
葉

石
井
れ
い
子

小
春
凪
　
水
平
線
の
　
円
極
む

関
野
　
汀
華

冴
え
冴
え
と
月
高
く
し
て
冬
に
入
る高

梨
　
信
子

保
育
所
の
子
ら
に
負
け
じ
と
百も

ず舌
た
け
る

藤
井
　
和
子

潮
風
に
　
負
け
ぬ
糶せ
り

声
　
師
走
市

田
邊
　
観
潮

俳
句
（
一
般
）

年
暮
る
る
母
屋
の
梁
の
黒
光
り

江
澤
　
茂
子

木
の
実
打
つ
音
に
も
慣
れ
し
昨
日
今
日

久
我
マ
ツ
子

薄う
す
ら
い氷
や
田
ん
ぼ
に
紅
葉
紅
の
ま
ゝ

篠
原
　
一
代

冬
帽
子
母
の
散
歩
の
友
と
な
り

里
見
ふ
み
子

に
ぎ
や
か
に
柿
つ
い
ば
む
や
鳥
の
群鬼

久
保
里
子

庭
先
で
化
粧
競
う
か
水
仙
花

野
村
　
育
男

市
短
歌
会

流
木
の
焚
火
の
煙
り
た
だ
よ
へ
り

　
汀
を
釣
人
竿
か
つ
ぎ
ゆ
く

小
林
　
秀
子

次
つ
ぎ
と
ス
マ
ホ
か
ざ
さ
る
翠
す
い
ぎ
ょ
く玉
白は
く
さ
い菜

　
小
雨
の
寒
き
故
宮
博
物
院

那
須
　
真
治

諍
い
で
相
容
れ
な
い
沈
黙
も

　
孫
の
写
真
の
笑
顔
で
と
け
る

大
槻
　
晏
子

大
空
に
心
地
よ
い
声
ひ
ば
り
鳴
く

　
束
の
間
の
時
心
も
和
む

藤
江
あ
け
み

街
路
樹
の
悌
姑
の
枝
は
下
ろ
さ
れ
て

　
拳
こ
ぶ
し

の
よ
う
な
る
幹
を
突
き
あ
ぐ

遠
藤
　
久
子

玄
関
の
ど
さ
り
と
置
か
れ
し
す
い
せ
ん
は

　
初
春
の
香
り
師
走
の
一
日

岩
崎
　
千
恵

捨
て
ら
れ
ぬ
幾
年
過
ぎ
し
も
色
褪
せ
ず

　
母
の
匂
い
す
小ち

さ
き
レ
シ
ー
ト

黒
沼
　
令
子

園
児
ら
は
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
い
と
賑
や
か
に

　
先
に
も
あ
る
ら
し
声
離
れ
ゆ
く

渡
辺
　
洋
子

眼
鏡
岩
に
出
し
名
月
尾
名
浦
に

　
育
ち
し
幸
に
今
に
気
付
き
し

松
村
　
憲
子

旧
友
に
歩
幅
合
わ
せ
る
並
木
路

　
三
保
の
松
原
富
士
う
っ
す
ら
と

小
沢
き
み
枝

静
寂
な
冬
の
日
射
し
は
軟
ら
か
く

　
一
人
甘
酒
お
代
り
を
す
る

柴
代
　
信
子

一
足
を
の
ば
せ
ば
逢
え
る
住ば
し
ょ所
な
の
に
と

　
文
通
つ
づ
く
友
と
笑
え
り

吉
野
佳
世
子

冷
た
く
て
初
冬
の
廊
下
に
送
り
物

　
甘
く
た
だ
よ
う
り
ん
ご
の
香
り

佐
藤
　
歌
子

シ
ク
ラ
メ
ン
赤
紫
を
買
い
求
め

　
下
駄
箱
の
上
は
な
や
ぎ
て
見
ゆ

細
野
千
枝
子

空
の
青
染
み
入
る
小
花
野
に
散
ら
す

　
犬
の
ふ
ぐ
り
の
名
こ
そ
か
な
し
む里

見
　
絹
枝

悉
く
葉
を
落
と
し
た
る
産
土
の

　
楓
大
樹
は
夕
映
え
の
中

鈴
木
　
芳
子

詠
進
歌
鹿
除
け
の
歌
碑
奥
津
城
に

　
建
つ
日
花
束
歌と

も人
を
称
え
む

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

詣
で
来
し
一
人
見
分
け
る
知
恵
も
て
り

　
雀
ら
騒
ぎ
て
籔
よ
り
い
で
ぬ

梅
園
　
妙
子

語
ら
ず
に
父
と
ふ
た
り
で
み
し
海
に

　
光
の
さ
し
て
道
と
成
り
ぬ
る

里
見
ふ
み
子

音
も
な
く
そ
つ
と
散
り
ゆ
く
紅
椿

　
川
添
の
道
霧
の
な
が
れ
て

鬼
久
保
里
子

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
16
日
発
行
号
は
１
月
24
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「かつうら防災行政メール」配信サービス
　勝浦市では、登録制メール配信サービス「かつうら防災行政メール」の運用を行っています。登録は
無料です。ＱＲコードから市ホームページへアクセスしご確認ください。

▽必ず配信される内容　　　⇒　防災・津波・国民保護情報
▽配信の選択が可能な情報　⇒　気象警報・地震震度・火災情報、行政のお知らせ

問合せ　　総務課消防防災係　☎７３－６６４０
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インフォメーションガーデン

HP

　

勝
浦
市
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
30
年
度
の
特
別
支
援
教
育
支
援

員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

▽
臨
時
職
員 

　

職
種　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

募
集
人
員　

５
人
程
度

▽
特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
臨
時

職
員
）
の
応
募
資
格
に
つ
い
て 

　
　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
市
内

小
・
中
学
校
へ
の
通
勤
が
可
能

な
方
。
教
員
免
許
な
ど
の
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間
な
ど
に
つ
い
て 

　

①
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

②
採
用
は
、
選
考
（
面
接
）
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。 

　

③
登
録
の
み
の
方
は
随
時
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

▽
勤
務
条
件

　

①
業
務
内
容　

市
内
小
・
中
学

校
で
発
達
障
害
な
ど
の
特
別

　障害者支援施設「みずほ学園」では、職員を募集しています。
仕事内容は、障害のある方の生活支援で、食事・入浴・着替え
などの生活介助と作業支援のお仕事です。資格や経験のない方
でも働けます。まず施設見学にご来園頂き、その後面接などを
お願いします。職種、賃金、労働条件などはお問い合わせ頂くか、
みずほ学園のホームページでもご覧いただけます。

問合せ
　社会福祉法人いちょうの里　みずほ学園（担当：山口、磯野）
　勝浦市大森上植野入会地１３－２
　☎０４７０－７６－４３２１
　  　　http://mizuhogakuen.or.jp

特
別
支
援
教
育
支
援
員（
臨
時
職
員
）募
集

な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
上
の
サ
ポ
ー
ト

　

②
勤
務
時
間　

１
日
７
時
間
45

分
、週
38
時
間
45
分（
た
だ
し
、

勤
務
割
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
あ
り
）

　

③
休
業
日　

学
校
休
業
日
（
学

校
行
事
な
ど
に
よ
り
土
日
祝

日
へ
の
振
替
授
業
を
行
う
場

合
あ
り
）

　

④
賃
金
な
ど

　
　

賃
金
１
日
８
，
０
０
０
円

　
　

交
通
費
支
給
制
度
あ
り

　

⑤
契
約
期
間
に
応
じ
有
給
休
暇

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

⑥
勤
務
時
間
に
応
じ
各
種
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

⑦
労
働
災
害
の
適
用
と
な
り　

ま
す
。

▽
採
用
試
験
日
（
面
接
日
） 

　
　

採
用
試
験
日
（
面
接
日
）
に

つ
い
て
は
、
臨
時
職
員
登
録
完

了
後
に
担
当
課
よ
り
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。
場
所
は
勝
浦
市
役

所
と
な
る
予
定
で
す
。 

▽
手
続
き
に
つ
い
て 

　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
し

て
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

市
の
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
に

必
要
な
「
臨
時
職
員
登
録
依
頼

書
」
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
さ
れ

る
と
、
市
で
特
別
支
援
教
育

支
援
員
以
外
の
職
種
に
必
要

が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
選
考

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▽
問
合
せ

・
臨
時
職
員
登
録
に
つ
い
て

　

総
務
課
職
員
係

　

☎
73

−

６
６
４
３ 

・
採
用
試
験
（
面
接
な
ど
）
に
つ

い
て

　

教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
73

−

６
６
６
４

みずほ学園  職員募集
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

Fax

HP

　

県
民
や
福
祉
関
係
者
を
対
象
に
、

お
笑
い
芸
人
の
ト
ー
ク
や
弁
護
士
に

よ
る
解
説
を
通
し
て
、
わ
か
り
や
す

く
成
年
後
見
制
度
の
概
要
や
職
務
を

伝
え
、
制
度
の
利
用
促
進
や
周
知
を

図
り
ま
す
。

日
時　

２
月
25
日
㈰　

13
時
～
16
時

会
場　

千
葉
県
経
営
者
会
館

　
　
　

６
階
大
ホ
ー
ル

定
員　

２
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

−

２
０
４

−

６
０
１
２

　
　

０
４
３

−

２
０
４

−

６
０
１
３

　
　

sm
ile@

chibakenshakyo.com

　

地
域
の
人
々
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
つ
人
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
夷
隅
・
長
生
郡
市

の
福
祉
施
設
・
特
別
支
援
学
校
が
一

堂
に
会
し
、
展
示
販
売
会
を
開
催
し

ま
す
。

期
間　

２
月
９
日
㈮
～
12
日
㈷

　

勝
浦
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は

今
年
も
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
誘
致
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
年
間
の
総
括
を
㈱
地
域
活
性
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
藤
崎
慎
一
代
表
を
講
師

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈭　

15
時
～
17
時

　
　
　
（
受
付
14
時
30
分
～
）

場
所　

勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
商
工
会

　

☎
73

−

０
１
９
９

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

受
付
期
限　

４
月
６
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　

※
締
切
日
必
着

試
験
日　

４
月
14
日
㈯
～
18
日
㈬
の

　

勝
浦
宇
宙
通
信
所
は
、
昭
和
43
年

２
月
に
科
学
技
術
庁
（
当
時
）
の
勝

浦
電
波
追
跡
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
過
去
50
年
間
を
振
り

返
る
と
と
も
に
今
後
50
年
間
の
通
信

所
や
宇
宙
開
発
の
将
来
に
向
け
て
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
夢
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
記
念
行
事
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

日
時　

１
月
27
日
㈯

　
　
　

12
時
～
16
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

※
講
演
会
へ
の
入
場
に
は
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
応
募
方
法

は
、
問
合
せ
欄
に
掲
載
の
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

主
な
イ
ベ
ン
ト　

宇
宙
飛
行
士
や
勝

浦
宇
宙
通
信
所
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
記
念

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

−

１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

２
月
１
日
㈭

　
　
　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時　

２
月
１
日
㈭

　
　
　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

平
成
29
年
度

笑
っ
て
学
べ
る
！
誰
で

も
わ
か
る
成
年
後
見
早

わ
か
り
講
座

第
26
回

僕
ら
は
み
ん
な
生
き
活
き
展

勝
浦
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８

勝
浦
宇
宙
通
信
所

開
設
50
周
年
記
念
行
事

動
物
愛
護
事
業（
２
月
）

自
衛
官
募
集

時
間　

10
時
～
20
時

　
　
　
（
最
終
日
は
19
時
ま
で
）

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ス
モ
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容　

各
施
設
作
業
作
品
（
加
工
食

品
、
手
芸
、
木
工
品
、
花
苗
ほ
か
）

の
販
売

問
合
せ

　

障
害
者
支
援
施
設
ピ
ア
宮
敷

　

☎
87

−

９
６
３
１

う
ち
指
定
す
る
１
日

▽
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
国
家
資
格

な
ど
を
有
す
る
方

受
付
期
限　

４
月
６
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　

※
締
切
日
必
着

試
験
日　

４
月
14
日
㈯
～
18
日
㈬
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本

部
茂
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

０
４
５
２

講
演
会
、
子
供
た
ち
と
宇
宙
の
未

来
絵
画
展
、
勝
浦
宇
宙
通
信
所
懐

古
写
真
展
、
月
面
ロ
ー
バ
試
験
モ

デ
ル
実
演
。

※
宇
宙
飛
行
士
に
よ
る
講
演
は
、
訓

練
な
ど
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

問
合
せ

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
勝
浦
宇
宙
通
信
所

　

☎
77

−

１
６
０
１

　
　

http://fanfun.jaxa.jp/visit/

　
　

katsuura/

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

問
い
合
わ
せ
後
に
日
程
調
整

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

２
月
４
日
㈰
、
22
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

受
付　

13
時
～
13
時
30
分

費
用　

無
料

※
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１
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HP

◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市民税・県民税：４期　納期　１月３１日（水）
○国民健康保険税：７期　納期　１月３１日（水）
○介護保険料　　：６期　納期　１月３１日（水）
○後期高齢者　　：７期　納期　１月３１日（水）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３－６６２２

第３日曜日 １月２１日

8：30～12：30第１日曜日 ２月　４日

第３日曜日 ２月１８日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

シャツ・ブラウス・ネクタイ・リボン・セーター・ソックス等
取り扱っております。

大原中央商店街通り

制服学校指定店（男子・女子）

（有料広告）

　

外
房
地
域
は
、
こ
れ
ま
で
盛
ん

だ
っ
た
ア
ワ
ビ
や
イ
セ
エ
ビ
と
い
っ

た
磯
根
漁
業
が
環
境
変
化
に
直
面

し
、
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
海
の

栄
養
補
給
源
で
あ
る
山
林
の
荒
廃
と

劣
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
漁
業
の
再
生
の
た
め
に
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
、「
森
里
海
連

環
学
」
の
提
唱
者
で
あ
る
京
都
大
学

名
誉
教
授
の
田
中
克
さ
ん
に
解
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の

地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
資
源
を
今
一
度
整
理
し
、
そ

れ
を
土
台
と
し
た
新
た
な
産
業
創
造

や
観
光
事
業
へ
の
連
係
も
視
野
に
入

れ
た
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
ま

す
。
農
林
水
産
・
観
光
関
連
事
業
者

を
は
じ
め
、
行
政
、
一
般
市
民
な
ど

明
日
の
地
域
の
あ
り
方
に
関
心
の
あ

る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈯

　
　
　

13
時
～
16
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
キ
ュ
ス
テ
）
大
会
議
室

※
入
場
無
料
、
定
員
１
５
０
人

申
込
・
問
合
せ　

ち
ば
里
山
・
バ
イ

オ
マ
ス
協
議
会
事
務
局
（
鈴
木
）

　

☎
76

−

３
２
３
２

　
　

m
ail@

chibakyo.net

　
　

http://w
w

w
.chibakyo.net/

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
路
肩
復
旧
工
事
（
中
島
名
木
線
）

・
名
木
地
内

　

12
／
６
～
１
／
19

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

７
０
７
，
４
０
０
円

▽
転
落
防
止
柵
設
置
工
事
（
法
定
外

公
共
物
（
道
路
）
）

・
浜
勝
浦
地
内

　

12
／
６
～
１
／
26

　

㈲
三
上
工
務
所

　

３
，
２
８
８
，
６
０
０
円

▽
排
水
整
備
工
事
（
三
田
南
谷
線
）

・
川
津
地
内

　

12
／
６
～
１
／
19

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

５
６
４
，
８
４
０
円

▽
舗
装
修
繕
工
事
（
街
路
）
（
法
定

外
公
共
物
（
道
路
）
）

・
浜
勝
浦
地
内

　

12
／
６
～
１
／
26

　

不
調

▽
農
道
舗
装
工
事
（
農
道
下
タ
原
４

号
線
）

・
杉
戸
字
下
タ
原
地
先

　

12
／
６
～
１
／
18

　

㈲
磯
野
建
設

　

２
，
０
５
２
，
０
０
０
円

▽
配
水
バ
イ
パ
ス
管
布
設
替
工
事

（
市
道
家
名
湊
線
）

・
興
津
地
先

　

12
／
６
～
３
／
６

 「
森
は
海
の
恋
人
」

地
域
資
源
活
用

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
勝
浦

入
札
結
果
の
公
表

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

３
３
，
９
１
２
，
０
０
０
円

▽
空
気
弁
ボ
ッ
ク
ス
改
修
工
事
（
国

道
２
９
７
号
）

・
白
井
久
保
地
先

　

12
／
６
～
１
／
31

　

㈲
磯
野
建
設

　

１
，
１
８
８
，
０
０
０
円

▽
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
改
修
工
事
（
国

道
２
９
７
号
）

・
新
戸
地
先

　

12
／
６
～
１
／
31

　

㈲
吉
清
工
業

　

９
２
８
，
８
０
０
円

▽
勝
浦
中
学
校
電
気
設
備
維
持
補
修

工
事

・
出
水
地
内　

他

　

12
／
６
～
２
／
28

　

東
立
電
設
㈱

　

２
，
０
１
５
，
０
６
４
円

▽
道
路
照
明
灯
設
置
工
事
（
新
坂
沢

倉
線
）

・
新
官
地
内

　

12
／
６
～
１
／
19

　

㈲
島
野
電
気

　

９
６
１
，
２
０
０
円

▽
市
営
住
宅
浜
勝
浦
み
な
と
団
地
台

所
修
繕
工
事
（
市
営
住
宅
浜
勝
浦
み

な
と
団
地
１

−

３

−

２
外
４
戸
）

・
浜
勝
浦
地
内

　

12
／
６
～
２
／
23

　

㈱
沢
工
務
店

　

１
，
５
３
３
，
６
０
０
円

▽
市
営
住
宅
万
名
浦
団
地
解
体
工
事

（
万
名
浦
団
地
５
号
棟
他
１
棟
）

・
川
津
地
内

　

12
／
６
～
２
／
28

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

２
，
６
１
３
，
６
０
０
円

▽
災
害
用
備
蓄
食
料
等

・
勝
浦
市
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
他

　

12
／
６
～
１
／
31

　

㈱
斉
藤
商
会

　

３
，
３
７
４
，
１
３
６
円

▽
橋
り
ょ
う
修
繕
工
事
（
上
堀
切
山

ノ
田
線
（
市
野
川
２
号
橋
）
）

・
市
野
川
地
内

　

12
／
12
～
３
／
23

　

㈲
磯
野
建
設

　

８
，
０
２
４
，
４
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　

☎
73

−

６
６
４
９
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相談日

２月

相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　６日（火）

１３時～１５時（受付時間）

市役所 市民課　　　　  （７３－６６１２）

１３日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２０日（火） 市役所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　８日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２３日（金）

家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

学校教育に関する相談

火・水・木曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京

（０５７０－０２２－８０８）

女性のための総合相談

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

男性のための総合相談　

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

電話 de 詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。
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介護用品リサイクル
介護用品の橋渡しを行っています。特におむつ
類は大歓迎です。不要になった介護用品があり
ましたら、右記までご連絡下さい！

連絡・問い合わせ先 
勝浦市地域包括支援センター（介護健康課内）

☎７３－６６１５・６６１６

地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

シリーズ
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筋肉を維持して健康で過ごすための方法を、シリーズでご紹介していきます！

噛む力、飲み込む力を養おう！

健
けんこう

口力をアップするには
　舌や口周辺の筋肉もからだと同様に衰えていきます。
　むせるようになった、うまく飲み込めない、発音や発声が前よりはっきりしないなど、機能低下の
サインが出てくる前に、健

けんこう

口力（食べる力、話す力）アップを意識しましょう。おいしく食べるため
にも、口全体や舌や頬を意識して動かし機能を維持しましょう。
　毎日、数回下記の健口体操を童謡『むすんでひらいて』にあわせて行うと効果が期待できます。

一般社団法人福岡県歯科衛生士会作成

　食べるための口の筋肉を鍛える体操です。口の機能を維持するために意識して発音してみましょう。

パッ・パッ・パッ・パッ
パ・ピ・プ・ペ・ポ

口唇を閉じる 口蓋に
舌先をつける

口蓋の奥に舌の
付け根付近をつける

巻き舌にして
口蓋に押し当てる

タッ・タッ・タッ・タッ
タ・チ・ツ・テ・ト

カッ・カッ・カッ・カッ
カ・キ・ク・ケ・コ

ラッ・ラッ・ラッ・ラッ
ラ・リ・ル・レ・ロ

パタカラ体操で楽しく健
けんこう

口力アップ

パ タ カラ
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